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(57)【要約】
【課題】アイコン等の複数の画面表示要素を一括して削
除する一括削除指示が行われた際に、複数の画面表示要
素を一括して削除して良いか否かを使用者が判断可能と
する。
【解決手段】表示部３２は、液晶パネル等の表示装置に
より構成され、各種アプリケーションプログラム（以下
アプリと略す。）に対応したアイコンを画面上に複数表
示可能な構成となっている。操作受付部３５は、表示部
３２により表示された複数のアイコンを一括して削除す
る指示である一括削除指示を受け付ける。制御部３１は
、操作受付部３５により一括削除指示が受け付けられた
際に、一括削除指示が行われた複数のアイコンが予め設
定された条件を満たす場合、報知内容の異なる削除可否
を確認するための複数の確認画面を表示部３２上で段階
的に表示するよう制御する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面に表示する構成要素である画面表示要素を画面上に複数表示可能な表示手段と、
　前記表示手段により表示された複数の画面表示要素を一括して削除する指示である一括
削除指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段により一括削除指示が受け付けられた際に、一括削除指示が行われた複数
の画面表示要素が予め設定された条件を満たす場合、報知内容の異なる削除可否を確認す
るための複数の確認画面を前記表示手段上で段階的に表示するよう制御する表示制御手段
と、
　を備えた情報処理装置。
【請求項２】
　前記複数の確認画面が、複数の画面表示要素に対する一括の削除指示を行う際の一般的
な注意を表した上で削除可否を確認する第１の確認画面と、今回の削除指示が行われた複
数の画面表示要素に実際含まれている画面表示要素が削除された場合に発生する問題を表
した上で削除可否を確認する第２の確認画面とを含む
請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記第１の確認画面が、一括削除する複数の画面表示要素に、使用者により予め設定さ
れた内容の処理を実行するための画面表示要素、または削除されると有効であった特定の
機能が無効となってしまう画面表示要素が含まれている場合に、問題が発生する旨を報知
した上で削除可否を確認する確認画面である請求項２記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記複数の確認画面が、画面表示要素が削除されることにより発生する問題の種類毎に
当該問題が発生する理由を表して削除可否を確認する複数の確認画面である請求項１記載
の情報処理装置。
【請求項５】
　画面表示要素が削除されることにより発生する問題の種類毎に当該問題が発生する理由
を表して削除可否を確認する複数の確認画面が、削除された画面表示要素を復元するため
には、再作成に時間を要する旨を表した確認画面、その画面表示要素を削除すると他の使
用者に影響を及ぼす旨を表した確認画面、およびその画面表示要素を削除すると有効であ
った特定の機能が無効となってしまう旨を表した確認画面のうちのいずれか複数を含む請
求項４記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記受付手段により受付けられる一括削除指示が、複数の画面表示要素が配置されたペ
ージに対する削除指示である請求項１から５のいずれか記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記ページに対する削除指示が、同一階層上に配置された全画面表示要素を一括して削
除する指示である請求項６記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記ページに対する削除指示が、同一階層上に配置された全画面表示要素のうち、画面
上において視認可能な画面表示要素を一括して削除する指示である請求項６記載の情報処
理装置。
【請求項９】
　前記受付手段により受付けられる一括削除指示が、複数の画面表示要素が含まれたフォ
ルダに対する削除指示である請求項１から５のいずれか記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記表示制御手段は、一括削除指示が行われた複数の画面表示要素の全てが、削除され
た場合でも問題が発生しない画面表示要素である場合、削除可否を確認するための確認画
面を前記表示手段上で一度だけ表示する、または前記確認画面を表示しないよう制御する
請求項１記載の情報処理装置。
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【請求項１１】
　削除された場合でも問題が発生しない画面表示要素が、予め用意されている基本的機能
に対応した画面表示要素である請求項１０記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　画面上に表示された複数の画面表示要素を一括して削除する指示である一括削除指示を
受け付ける受付ステップと、
　前記受付ステップにおいて一括削除指示が受け付けられた際に、一括削除指示が行われ
た複数の画面表示要素が予め設定された条件を満たす場合、報知内容の異なる削除可否を
確認するための複数の確認画面を前記表示手段上で段階的に表示するよう制御する表示制
御ステップと、
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、ディスプレイ上の画面編集エリアから画面部品を削除する際に、ある
特定の属性の画面部品を全て一括して画面編集エリア上から削除する複数一括削除方式が
開示されている。
【０００３】
　特許文献２には、即時実行型のショートカット機能の実行時に、通常はユーザに確認画
面を表示しない簡易手順で特定の機能が実行されるが、確認処理実行条件が成立している
場合は、ユーザに確認画面を表示する準簡易手順で特定の機能が実行されるようにした機
能実行装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０９－２９２９６０号公報
【特許文献２】特開２０１５－１９４９４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、アイコン等の複数の画面表示要素を一括して削除する一括削除指示が
行われた際に、複数の画面表示要素を一括して削除して良いか否かを使用者が判断するこ
とが可能な情報処理装置およびプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　［情報処理装置］
　請求項１に係る本発明は、画面に表示する構成要素である画面表示要素を画面上に複数
表示可能な表示手段と、
　前記表示手段により表示された複数の画面表示要素を一括して削除する指示である一括
削除指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段により一括削除指示が受け付けられた際に、一括削除指示が行われた複数
の画面表示要素が予め設定された条件を満たす場合、報知内容の異なる削除可否を確認す
るための複数の確認画面を前記表示手段上で段階的に表示するよう制御する表示制御手段
とを備えた情報処理装置である。
【０００７】
　請求項２に係る本発明は、前記複数の確認画面が、複数の画面表示要素に対する一括の
削除指示を行う際の一般的な注意を表した上で削除可否を確認する第１の確認画面と、今
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回の削除指示が行われた複数の画面表示要素に実際含まれている画面表示要素が削除され
た場合に発生する問題を表した上で削除可否を確認する第２の確認画面とを含む請求項１
記載の情報処理装置である。
【０００８】
　請求項３に係る本発明は、前記第１の確認画面が、一括削除する複数の画面表示要素に
、使用者により予め設定された内容の処理を実行するための画面表示要素、または削除さ
れると有効であった特定の機能が無効となってしまう画面表示要素が含まれている場合に
、問題が発生する旨を報知した上で削除可否を確認する確認画面である請求項２記載の情
報処理装置である。
【０００９】
　請求項４に係る本発明は、前記複数の確認画面が、画面表示要素が削除されることによ
り発生する問題の種類毎に当該問題が発生する理由を表して削除可否を確認する複数の確
認画面である請求項１記載の情報処理装置である。
【００１０】
　請求項５に係る本発明は、画面表示要素が削除されることにより発生する問題の種類毎
に当該問題が発生する理由を表して削除可否を確認する複数の確認画面が、削除された画
面表示要素を復元するためには、再作成に時間を要する旨を表した確認画面、その画面表
示要素を削除すると他の使用者に影響を及ぼす旨を表した確認画面、およびその画面表示
要素を削除すると有効であった特定の機能が無効となってしまう旨を表した確認画面のう
ちのいずれか複数を含む請求項４記載の情報処理装置である。
【００１１】
　請求項６に係る本発明は、前記受付手段により受付けられる一括削除指示が、複数の画
面表示要素が配置されたページに対する削除指示である請求項１から５のいずれか記載の
情報処理装置である。
【００１２】
　請求項７に係る本発明は、前記ページに対する削除指示が、同一階層上に配置された全
画面表示要素を一括して削除する指示である請求項６記載の情報処理装置である。
【００１３】
　請求項８に係る本発明は、前記ページに対する削除指示が、同一階層上に配置された全
画面表示要素のうち、画面上において視認可能な画面表示要素を一括して削除する指示で
ある請求項６記載の情報処理装置である。
【００１４】
　請求項９に係る本発明は、前記受付手段により受付けられる一括削除指示が、複数の画
面表示要素が含まれたフォルダに対する削除指示である請求項１から５のいずれか記載の
情報処理装置である。
【００１５】
　請求項１０に係る本発明は、前記表示制御手段が、一括削除指示が行われた複数の画面
表示要素の全てが、削除された場合でも問題が発生しない画面表示要素である場合、削除
可否を確認するための確認画面を前記表示手段上で一度だけ表示する、または前記確認画
面を表示しないよう制御する請求項１記載の情報処理装置である。
【００１６】
　請求項１１に係る本発明は、削除された場合でも問題が発生しない画面表示要素が、予
め用意されている基本的機能に対応した画面表示要素である請求項１０記載の情報処理装
置である。
【００１７】
　[プログラム]
　請求項１２に係る本発明は、画面上に表示された複数の画面表示要素を一括して削除す
る指示である一括削除指示を受け付ける受付ステップと、
　前記受付ステップにおいて一括削除指示が受け付けられた際に、一括削除指示が行われ
た複数の画面表示要素が予め設定された条件を満たす場合、報知内容の異なる削除可否を
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確認するための複数の確認画面を前記表示手段上で段階的に表示するよう制御する表示制
御ステップとをコンピュータに実行させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１に係る本発明によれば、複数の画面表示要素を一括して削除する一括削除指示
が行われた際に、複数の画面表示要素を一括して削除して良いか否かを使用者が判断する
ことが可能な情報処理装置を提供することができる。
【００１９】
　請求項２に係る本発明によれば、複数の画面表示要素を一括して削除する一括削除指示
が行われた際に、使用者は、一般的な注意とともに今回の削除指示が行われた場合に発生
する問題を知った上で、複数の画面表示要素を一括して削除して良いか否かを使用者が判
断することが可能な情報処理装置を提供することができる。
【００２０】
　請求項３に係る本発明によれば、一括削除する複数の画面表示要素に、使用者により予
め設定された内容の処理を実行するための画面表示要素、または削除されると有効であっ
た特定の機能が無効となってしまう画面表示要素が含まれている場合の一般的な注意を使
用者に報知することが可能な情報処理装置を提供することができる。頑張る
【００２１】
　請求項４に係る本発明によれば、複数の画面表示要素を一括削除する際に、画面表示要
素が削除されることにより発生する問題の種類毎に、その問題が発生する理由を使用者に
報知することが可能な情報処理装置を提供することができる。
【００２２】
　請求項５に係る本発明によれば、複数の画面表示要素を一括削除する際に、画面表示要
素が削除されることにより発生する問題の種類毎に、その問題が発生する理由を使用者に
報知することが可能な情報処理装置を提供することができる。
【００２３】
　請求項６に係る本発明によれば、複数の画面表示要素が配置されたページを一括して削
除する一括削除指示が行われた際に、複数の画面表示要素を一括して削除して良いか否か
を使用者が判断することが可能な情報処理装置を提供することができる。
【００２４】
　請求項７に係る本発明によれば、複数の画面表示要素が同一階層上に配置されたページ
を一括して削除する一括削除指示が行われた際に、複数の画面表示要素を一括して削除し
て良いか否かを使用者が判断することが可能な情報処理装置を提供することができる。
【００２５】
　請求項８に係る本発明によれば、同一階層上に配置された全画面表示要素のうち視認可
能な画面表示要素を一括して削除する一括削除指示が行われた際に、複数の画面表示要素
を一括して削除して良いか否かを使用者が判断することが可能な情報処理装置を提供する
ことができる。
【００２６】
　請求項９に係る本発明によれば、中身に含まれる複数の画面表示要素を視認することが
できないフォルダを一括して削除する一括削除指示が行われた際に、複数の画面表示要素
を一括して削除して良いか否かを使用者が判断することが可能な情報処理装置を提供する
ことができる。
【００２７】
　請求項１０に係る本発明によれば、一括削除指示が行われた複数の画面表示要素の全て
が、削除された場合でも問題が発生しない画面表示要素である場合に、不必要な確認画面
が表示されないようにすることが可能な情報処理装置を提供することができる。
【００２８】
　請求項１１に係る本発明によれば、一括削除指示が行われた複数の画面表示要素の全て
が、削除された場合でも問題が発生しない予め用意されている基本的機能に対応した画面
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表示要素である場合に、不必要な確認画面が表示されないようにすることが可能な情報処
理装置を提供することができる。
【００２９】
　請求項１２に係る本発明によれば、複数の画面表示要素を一括して削除する一括削除指
示が行われた際に、複数の画面表示要素を一括して削除して良いか否かを使用者が判断す
ることが可能なプログラムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の一実施形態の画像形成システムの構成を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態における画像形成装置１０のハードウェア構成を示すブロッ
ク図である。
【図３】本発明の一実施形態における画像形成装置１０の機能構成を示すブロック図であ
る。
【図４】画像形成装置１０のタッチパネル４０上に表示される標準メニュー画面例を示す
図である。
【図５】図４に示された標準メニュー画面の表示内容を拡大したものを示す図である。
【図６】標準メニュー画面において、あるユーザＡがログインした後の状態を示す図であ
る。
【図７】ユーザＡのカスタムメニュー画面例を示す図である。
【図８】カスタムメニュー画面上に基本アイコンを追加する際の操作例を示す図である。
【図９】プライベートプリント画面の一例を示す図である。
【図１０】プライベートプリント画面ダイレクト表示機能を説明するための図である。
【図１１】カスタムメニュー画面の編集画面例を示す図である。
【図１２】ページ削除釦５４がタッチ（押下）された場合の画像形成装置１０の動作を説
明するためのフローチャートである。
【図１３】ページ削除釦５４がタッチ（押下）された場合の画像形成装置１０の動作を説
明するためのフローチャートである。
【図１４】一般的な注意を表した確認画面例を示す図である。
【図１５】プライベートプリント画面ダイレクト表示機能が無効になる旨の確認画面例１
を示す図である。
【図１６】削除されたワンタッチアプリアイコンを復旧させるためには再作成が必要な旨
の確認画面例２を示す図である。
【図１７】ワンタッチアプリアイコンを一旦削除すると、他のユーザがそのアイコンを使
用できなくなる旨の確認画面３を示す図である。
【図１８】タッチパネル４０の表示領域に対するページの概念例を説明するための図であ
る。
【図１９】グレイアウト表示を行った場合の編集画面例を示す図である。
【図２０】フォルダアイコン５５を削除することにより格納されている複数のアイコンを
一括削除するような場合を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　次に、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００３２】
　図１は本発明の一実施形態の画像形成システムの構成を示す図である。
【００３３】
　本発明の一実施形態の画像形成システムは、図１に示されるように、ネットワーク３０
により相互に接続された画像形成装置１０、および端末装置２０により構成される。端末
装置２０は、印刷データを生成して、ネットワーク３０経由にて生成した印刷データを画
像形成装置１０に対して送信する。画像形成装置１０は、端末装置２０から送信された印
刷データを受け付けて、印刷データに応じた画像を用紙上に出力する。なお、画像形成装
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置１０は、印刷（プリント）機能、スキャン機能、複写（コピー）機能、ファクシミリ機
能等の複数の機能を有するいわゆる複合機と呼ばれる装置である。
【００３４】
　次に、本実施形態の画像形成システムにおける画像形成装置１０のハードウェア構成を
図２に示す。
【００３５】
　画像形成装置１０は、図２に示されるように、ＣＰＵ１１、メモリ１２、ハードディス
クドライブ（ＨＤＤ）等の記憶装置１３、ネットワーク３０を介して外部の装置等との間
でデータの送信及び受信を行う通信インタフェース（ＩＦ）１４、タッチパネル又は液晶
ディスプレイ並びにキーボードを含むユーザインタフェース（ＵＩ）装置１５、スキャナ
１６、プリントエンジン１７を有する。これらの構成要素は、制御バス１８を介して互い
に接続されている。
【００３６】
　プリントエンジン１７は、帯電、露光、現像、転写、定着などの工程を経て印刷用紙等
の記録媒体上に画像を印刷する。
【００３７】
　ＣＰＵ１１は、メモリ１２または記憶装置１３に格納された制御プログラムに基づいて
所定の処理を実行して、画像形成装置１０の動作を制御する。なお、本実施形態では、Ｃ
ＰＵ１１は、メモリ１２または記憶装置１３内に格納された制御プログラムを読み出して
実行するものとして説明したが、当該プログラムをＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に格納して
ＣＰＵ１１に提供することも可能である。
【００３８】
　図３は、上記の制御プログラムが実行されることにより実現される画像形成装置１０の
機能構成を示すブロック図である。
【００３９】
　本実施形態の画像形成装置１０は、図３に示されるように、制御部３１と、表示部３２
と、記憶部３３と、画像読取部３４と、操作受付部３５と、通信部３６と、画像出力部３
７とを備えている。
【００４０】
　表示部３２は、液晶パネル等の表示装置により構成され、各種アプリケーションプログ
ラム（以下アプリと略す。）に対応したアイコンを画面上に複数表示可能な構成となって
いる。ここで、アイコンとは、特定のアプリや機能を起動させたり、特定の画面に遷移し
たりするための操作位置を示すための絵柄図形等の画面に表示する画面表示要素の１つで
あり、アイコン以外の画面表示要素としては、ウィジェット、ショートカット等が存在す
る。なお、この絵柄図形には、単にデザインされた図形だけでなく、アルファベット、ひ
らがな、カタカタ、漢字等の各種文字が含まれる場合もある。
【００４１】
　操作受付部３５は、ユーザからの画像形成装置１０に対する各種操作を受け付ける。な
お、本実施形態では、操作受付部３５は、表示部３２により表示された複数のアイコンを
一括して削除する指示である一括削除指示を受け付ける。
【００４２】
　なお、本実施形態では、上記で説明した表示部３２と操作受付部３５とによりタッチパ
ネルが構成される。
【００４３】
　記憶部３３は、制御部３１による処理が行われる際の途中の画像データ等を一時的に記
憶するためのメモリである。画像読取部３４は、セットされた原稿を読取って画像データ
に変換する処理を行っている。
【００４４】
　通信部３６は、端末装置２０等の外部装置との間でデータの送受信を行い、端末装置２
０からの印刷ジョブを受信したり、画像データをファクシミリ送信したり、電子メールの
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送受信等を行っている。
【００４５】
　画像出力部３７は、制御部３１による指示に基づいて動作を行って、画像データを印刷
用紙等の記録媒体上に印刷して出力する処理を実行する。
【００４６】
　制御部３１は、表示部３２、記憶部３３、画像読取部３４、操作受付部３５、通信部３
６、画像出力部３７等を制御して、印刷処理、複写処理、原稿画像の読取り処理等の様々
な処理を実行している。
【００４７】
　そして、制御部３１は、操作受付部３５により一括削除指示が受け付けられた際に、一
括削除指示が行われた複数のアイコンが予め設定された条件を満たす場合、報知内容の異
なる削除可否を確認するための複数の確認画面を表示部３２上で段階的に表示するよう制
御する。
【００４８】
　具体的には、制御部３１は、操作受付部３５により一括削除指示が受け付けられた際に
、一括削除指示が行われた複数のアイコンが予め設定された条件を満たす場合、先ず大ま
かな注意喚起を促す確認画面を表示部３２上に表示した後に、細かい注意喚起を促す確認
画面を表示部３２上に段階的に表示する。
【００４９】
　例えば、制御部３１は、複数のアイコンに対する一括の削除指示を行う際の一般的な注
意を表した上で削除可否を確認する確認画面（第１の確認画面）と、今回の削除指示が行
われた複数のアイコンに実際含まれているアイコンが削除された場合に発生する問題を表
した上で削除可否を確認する確認画面（第２の確認画面）とを表示部３２上で段階的に表
示する。
【００５０】
　より具体的に説明するとは、制御部３１は、一般的な注意を表した上で削除可否を確認
する確認画面として、一括削除する複数のアイコンに、ワンタッチアプリアイコン、また
は削除されると有効であった特定の機能が無効となってしまうアイコンが含まれている場
合に、問題が発生する旨を報知した上で削除可否を確認する確認画面を表示部３２上に表
示する。
【００５１】
　ここで、ワンタッチアプリアイコンとは、コピー、プリント、スキャン等の基本的なア
プリに対してユーザが良く使用する設定内容を予め登録しておくようにしたユーザ毎に機
能をカスタマイズしたワンタッチアプリを実行するためのアイコン、つまりユーザにより
予め設定された内容の処理を実行するためのアイコンである。
【００５２】
　また、制御部３１は、類似する情報のくくり毎にそれぞれ報知内容の異なる複数の確認
画面を段階的に表示部３２上に表示するようにしても良い。
【００５３】
　例えば、制御部３１は、アイコンが削除されることにより発生する問題の種類毎に、そ
の問題が発生する理由を表して削除可否を確認する複数の確認画面を段階的に表示部３２
上に表示するようにしても良い。
【００５４】
　具体的には、制御部３１は、アイコンが削除されることにより発生する問題の種類毎に
その問題が発生する理由を表して削除可否を確認する複数の確認画面として、削除された
アイコンを復元するためには、再作成に時間を要する旨を表した確認画面、そのアイコン
を削除すると他のユーザに影響を及ぼす旨を表した確認画面、およびそのアイコンを削除
すると有効であった特定の機能が無効となってしまう旨を表した確認画面のうちのいずれ
か複数の確認画面を表示部３２上に段階的に表示する。
【００５５】
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　なお、操作受付部３５により受付けられる一括削除指示の具体例としては、複数のアイ
コンが配置されたページに対する削除指示が挙げられる。
【００５６】
　なお、制御部３１は、複数のアイコンが配置されたページに対する削除指示が行われた
場合に、そのページの同一階層上に配置された全アイコンを一括して削除する指示として
処理を実行しても良いし、同一階層上に配置された全アイコンのうち、画面上において視
認可能なアイコンのみを一括して削除する指示として処理を実行しても良い。
【００５７】
　さらに、操作受付部３５により受付けられる一括削除指示の具体例としては、複数のア
イコンが含まれたフォルダに対する削除指示が挙げられる。
【００５８】
　なお、制御部３１は、一括削除指示が行われた複数のアイコンの全てが、削除された場
合でも問題が発生しないアイコンである場合、削除可否を確認するための確認画面を表示
部３２上で一度だけ表示する、またはこのような確認画面を表示しないよう制御するよう
にしても良い。
【００５９】
　なお、削除された場合でも問題が発生しないアイコンとしては、予め用意されている基
本的機能に対応したアイコン（基本アイコン）が該当する。ここで、基本アイコンとは、
自装置に予めインストールされているアプリに対応するアイコンが該当である。
【００６０】
　次に、本実施形態の画像形成装置１０の動作について図面を参照して詳細に説明する。
【００６１】
　本実施形態の画像形成装置１０では、上記で説明した表示部３２および操作受付部３５
によりタッチパネル４０が構成されている。先ず、本実施形態の画像形成装置１０のタッ
チパネル４０の表示内容の一例を図４に示す。
【００６２】
　図４は、画像形成装置１０のタッチパネル４０上に表示される標準メニュー画面例を示
す図である。この標準メニュー画面の表示内容を拡大したものを図５に示す。
【００６３】
　図５に示された標準メニュー画面例では、ある機能の実行を選択するための複数のアイ
コン４１～４５がタッチパネル４０上に表示されている。
【００６４】
　例えば、アイコン４１は、コピー機能の実行を選択するためのアイコンでありユーザが
指でタッチして選択することによりコピーアプリケーションプログラムが起動してユーザ
はコピー機能を利用することができるようになる。同様にアイコン４２～４５は、それぞ
れ、スキャン機能、ファクシミリ機能、電子メール送受信機能、機器設定機能を実行する
ための基本アイコンである。
【００６５】
　このような標準メニュー画面は複数ユーザにより共用で使用されるものであるため、各
ユーザがカスタマイズして使用することができるカスタムメニュー画面がそれぞれのユー
ザ毎に用意されている。
【００６６】
　各ユーザは、図５に示した標準メニュー画面においてログインまたは認証を受けること
により、ユーザ毎のカスタムメニュー画面に移行することができるようになっている。
【００６７】
　なお、標準メニュー画面において、あるユーザＡがログインした後の状態を図６に示す
。図６に示した画面例では、カスタムメニュー画面釦４６が表示されていて、ユーザＡは
、このカスタムメニュー画面釦４６をタッチすることによりカスタムメニュー画面に移行
することができる。
【００６８】
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　このような操作により表示されるユーザＡのカスタムメニュー画面例を図７に示す。カ
スタムメニュー画面例では、それぞれのユーザが利用し易いように、各アイコンの配置位
置を変更したり、新たな基本アイコンを追加したり、作成したワンタッチアプリアイコン
を配置することが可能である。
【００６９】
　カスタムメニュー画面上に基本アイコンを追加する際の操作例を図８に示す。
【００７０】
　例えば、図８に示すような基本アイコンの追加画面からカスタムメニュー画面上に追加
したいアイコンを選択することにより、選択されたアイコンをカスタムメニュー画面上に
追加することが可能となっている。なお、図８では、「プライベートプリント（かんたん
確認）」という基本アイコンを追加する場合の操作例が示されている。
【００７１】
　図７に示したカスタムメニュー画面例では、各種の基本アイコンに加えて、ワンタッチ
アプリアイコン５１およびプライベートプリントアイコン５２が配置されている様子が示
されている。
【００７２】
　このプライベートプリントアイコン５２は、上述したように複数の基本アイコンのうち
の１つであり、プライベートプリント画面に遷移するためのアイコンである。
【００７３】
　ユーザＡがこのプライベートプリントアイコン５２をタッチすることにより遷移するプ
ライベートプリント画面の一例を図９に示す。
【００７４】
　ここで、プライベートプリントとは、端末装置２０が送信されてきた印刷ジョブ（印刷
指示）を一旦蓄積して、ユーザからの出力指示を受けて印刷処理を実行する蓄積プリント
である。
【００７５】
　この図９に示されたプライベートプリント画面では、ユーザＡから送信された印刷ジョ
ブの一覧画面が表示されており、ユーザＡは、この一覧表示の中から実際に印刷処理を実
行したい印刷ジョブのみを選択して印刷処理の実行を指示することができるようになって
いる。図９に示されたプライベートプリント画面例では、「○月度請求書」、「明細書一
覧」という文書データが選択される様子が示されている。
【００７６】
　このようにユーザＡは、カスタムメニュー画面上にプライベートプリントアイコン５２
を配置しておくことにより、上記で説明したようなプライベートプリント画面への遷移を
ワンタッチで行うことができるようになっている。
【００７７】
　さらに、本実施形態の画像形成装置１０では、プライベートプリント画面ダイレクト表
示機能が設けられている。このプライベートプリント画面ダイレクト表示機能を有効にし
ている状態で、プライベートプリントアイコン５２がカスタムメニュー画面上のいずれか
に配置されており、ユーザからの印刷ジョブが蓄積されている場合、標準メニュー画面か
らカスタムメニュー画面への遷移が指示された場合、カスタムメニュー画面を表示せずに
プライベートプリント画面に直接遷移する。
【００７８】
　このプライベートプリント画面ダイレクト表示機能を図１０を参照して説明する。
【００７９】
　上記のような条件が満たされた場合、図１０に示すように、標準メニュー画面において
ユーザＡがログイン又は認証を受けた場合で、カスタムメニュー画面釦が操作された場合
、Ａさん用のカスタムメニュー画面を経由してプライベートメニュー画面を表示するので
はなく、プライベートメニュー画面が直接表示されることになる。
【００８０】
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　なお、標準メニュー画面においてユーザがログインまたは認証成功した場合、そのユー
ザのカスタムメニュー画面が直接表示される機能も用意されており、その機能を有効にし
て上記のプライベートプリント画面ダイレクト表示機能と組み合わせることにより、標準
メニュー画面でログインまたは認証成功すると、そのユーザのプライベートプリント画面
を直接表示するような処理を実現することも可能である。
【００８１】
　次に、このようなカスタムメニュー画面を編集する際の操作例について説明する。例え
ば、図７に示したようなカスタムメニュー画面例において、編集釦５３をタッチすること
により図１１に示すような編集画面に遷移する。
【００８２】
　この図１１に示した編集画面例では、画面上に配置された各アイコンをそれぞれ選択し
て削除することができるようになっている。さらに、「このページを削除」と表示された
ページ削除釦５４をタッチすることによりこのページ内に配置された全てのアイコンの一
括削除を行うことが可能となっている。
【００８３】
　つまり、このページ削除釦５４をタッチすることにより、画面内に表示されている８つ
のアイコン全てを一括して削除することが可能となっている。
【００８４】
　次に、このページ削除釦５４がタッチ（押下）された場合の画像形成装置１０の動作を
図１２、図１３のフローチャートを参照して説明する。
【００８５】
　先ず、ページ削除釦５４がタッチされた場合、複数のアイコンに対する一括の削除指示
を行う際の一般的な注意を表した上で削除可否を確認する確認画面（第１の確認画面）が
タッチパネル４０上に表示される（ステップＳ１０１）。このような一般的な注意を表し
た確認画面例を図１４に示す。
【００８６】
　図１４に示した確認画面例では、「このページを削除すると、このページに配置されて
いたワンタッチアプリアイコンや、削除されることにより何らかの機能が変更され得る基
本アプリアイコンも削除される可能性があります。よろしいですか？」という報知内容の
確認画面がポップアップ表示された場合が示されている。
【００８７】
　このような報知内容の確認画面を見たユーザは、ワンタッチアプリアイコンや何らかの
機能が変更され得る基本アプリアイコンも削除されてしまうことを知ることができる。
【００８８】
　そして、図１４に示したような確認画面上で、ユーザが「削除する」を選択して削除実
行を指示した場合（ステップＳ１０２においてｙｅｓ）、制御部３１は、削除が行われる
ページ内に「プライベートプリント（かんたん確認）」アイコンが配置されているかを判
定する（ステップＳ１０３）。
【００８９】
　ここで、削除が行われるページ内に「プライベートプリント（かんたん確認）」アイコ
ンが配置されている場合（ステップＳ１０３においてｙｅｓ）、制御部３１は、このアイ
コンが削除されることにより問題が発生する旨を報知した上で削除可否を確認する確認画
面をタッチパネル４０上に表示する（ステップＳ１０４）。具体的には、プライベートプ
リント画面ダイレクト表示機能が無効になる旨の確認画面（第２の確認画面）が表示され
る。このような確認画面例１を図１５に示す。
【００９０】
　図１５に示した確認画面例では、「このページには「プライベートプリント（かんたん
確認）」アイコンが配置されて「プライベートプリント画面ダイレクト表示機能」が有効
となっていますが、このページを削除すると、「プライベートプリント画面ダイレクト表
示機能」が無効となってしまいますが、よろしいですか？」という報知内容の確認画面が
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ポップアップ表示された場合が示されている。
【００９１】
　そして、図１５に示したような確認画面上で、ユーザが「削除する」を選択して削除実
行を指示した場合（ステップＳ１０５においてｙｅｓ）、制御部３１は、削除が行われる
ページ内にワンタッチアプリアイコンが配置されているかを判定する（ステップＳ１０６
）。
【００９２】
　ここで、削除が行われるページ内にワンタッチアプリアイコンが配置されている場合（
ステップＳ１０６においてｙｅｓ）、制御部３１は、このアイコンが削除されることによ
り問題が発生する旨を報知した上で削除可否を確認する確認画面をタッチパネル４０上に
表示する（ステップＳ１０７）。具体的には、ワンタッチアプリアイコンを一旦削除する
と、削除されたワンタッチアプリアイコンを復旧させるためには再作成が必要な旨の確認
画面（第２の確認画面）が表示される。このような確認画面例２を図１６に示す。
【００９３】
　図１６に示した確認画面例では、「このページにはワンタッチアプリアイコンが配置さ
れているので、このページを削除すると、配置されていたワンタッチアプリアイコンが削
除されてしまいます。削除したワンタッチアプリアイコンを復元するためには、ワンタッ
チアプリアイコンを再作成する必要がありますが、よろしいですか？」という報知内容の
確認画面がポップアップ表示された場合が示されている。
【００９４】
　そして、図１６に示したような確認画面上で、ユーザが「削除する」を選択して削除実
行を指示した場合（ステップＳ１０８においてｙｅｓ）、制御部３１は、削除が行われる
ページ内に他のユーザと共有しているアイコンが配置されているかを判定する（ステップ
Ｓ１０９）。
【００９５】
　ここで、削除が行われるページ内に他のユーザと共有しているアイコンが配置されてい
る場合（ステップＳ１０９においてｙｅｓ）、制御部３１は、このアイコンが削除される
ことにより問題が発生する旨を報知した上で削除可否を確認する確認画面をタッチパネル
４０上に表示する（ステップＳ１１０）。具体的には、ワンタッチアプリアイコンを一旦
削除すると、他のユーザがそのアイコンを使用できなくなる旨の確認画面（第２の確認画
面）が表示される。このような確認画面例３を図１７に示す。
【００９６】
　図１７に示した確認画面例では、「このページにはワンタッチアプリアイコンが配置さ
れているので、このページを削除すると、配置されていたワンタッチアプリアイコンが削
除されてしまい、このワンタッチアプリアイコンを使用している一般ユーザも使用できな
くなりますが、よろしいですか？」という報知内容の確認画面がポップアップ表示された
場合が示されている。
【００９７】
　なお、管理者権限を有するユーザがワンタッチアプリアイコンを作成した場合、他の一
般ユーザも作成されたワンタッチアプリアイコンを使用することが可能となっている。そ
のため、管理者権限を有するユーザが作成したワンタッチアプリアイコンを削除しようと
した場合、管理者権限を有するユーザが知らない間に他の一般ユーザが自己のカスタムメ
ニュー画面に配置して使用する場合がある。このような場合、管理者権限を有するユーザ
がワンタッチアプリアイコンを削除しようとした際に、図１７に示したような確認画面を
表示することにより、管理者権限を有するユーザに対してワンタッチアプリアイコンを削
除した場合に発生し得る問題が通知されることになる。
【００９８】
　なお、実際に他の一般ユーザがワンタッチアプリアイコンを使用しているか否かを判定
して、他の一般ユーザがワンタッチアプリアイコンを使用している場合にのみ、図１７に
示したような確認画面を表示するようにしても良い。
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【００９９】
　そして、図１７に示したような確認画面上で、ユーザが「削除する」を選択して削除実
行を指示した場合（ステップＳ１１１においてｙｅｓ）、制御部３１は、ページ内に配置
されていた全てのアイコンの削除を実行する（ステップＳ１１２）。
【０１００】
　このように段階的に表示された複数の確認画面の全てにおいて、ユーザが「削除する」
を選択した場合にのみ、一括削除指示が行われたページ内に配置されていた複数のアイコ
ンを全て削除する処理が実行される。ステップＳ１０２、Ｓ１０５、Ｓ１０８、Ｓ１１１
のいずれかにおいて、「削除しない」が選択された場合には、ページ内に配置されたいず
れのアイコンも削除されずに処理は終了する。
【０１０１】
　なお、上記で説明した例では、ページ削除釦５４が操作された場合、タッチパネル４０
の画面上に表示されている複数のアイコンが一括削除する場合を用いて説明した。しかし
、ページの概念によっては、１つのページ内の同一階層内に配置されている全てのアイコ
ンが一括削除されるようにすることも可能である。
【０１０２】
　具体的には、図１８に示すように、カスタムメニュー画面内の３ページにおいてアイコ
ンが配置されているような場合、タッチパネル４０上の可視範囲６２内のアイコンのみを
一括削除の対象としても良いし、同一階層の不可視範囲６１、６３内に配置されている全
てのアイコンを同一ページ内のアイコンととらえて一括削除の対象としても良い。
【０１０３】
　また、タッチパネル４０内の画面がスクロールするような画面において一括削除指示が
行われた場合にも、実際に表示されている可視範囲内のアイコンのみを一括削除の対象と
するようにしても良いし、不可視範囲内に配置されている全てのアイコンを同一ページ内
のアイコンととらえて一括削除の対象としても良い。
【０１０４】
　なお、このように複数ページが存在するような場合に、ページ内に配置された複数のア
イコンを一括削除する場合、そのページ毎削除する場合と、そのページはブランクページ
として残して配置されていたアイコンのみを削除する場合の２の削除パターンがある。た
だし、ページが１ページしか存在しない場合の処理としては、ページ全体を削除するので
はなくブランクページとして残す必要がある。
【０１０５】
　さらに、一括削除対象の複数アイコンの中にワンタッチアプリアイコンがある場合には
確認画面を表示するものとして説明したが、そのワンタッチアプリアイコンの過去の使用
履歴に応じて確認画面を表示するかしないかを切替えるようにしても良い。例えば、過去
に一度も使用履歴が無いワンタッチアプリアイコンについては、一括削除対象となった場
合でも確認画面は表示せず、一度でも使用履歴が有るワンタッチアプリアイコンについて
は、一括削除対象となった場合に確認画面を表示するというようにしても良い。
【０１０６】
　さらに、上記の説明では、一括削除対象の複数アイコンの中に「プライベートプリント
（かんたん確認）」アイコンがある場合に確認画面を表示するものとして説明したが、こ
の確認画面はプライベートプリント画面ダイレクト表示機能が有効な場合にのみ表示され
るものである。これは、プライベートプリント画面ダイレクト表示機能が無効な場合には
、「プライベートプリント（かんたん確認）」アイコンが削除されたとしても機能変更は
発生しないため確認画面を表示する必要がないからである。
【０１０７】
　なお、上記で説明したようなワンタッチアプリアイコンや「プライベートプリント（か
んたん確認）」アイコンが一括削除されようした場合に確認画面を表示するのではなく、
そもそも一括削除に対象とはできないようにしても良い。例えば、図１９に示すようにカ
スタムメニュー画面の編集モードに入った際に、ワンタッチアプリアイコン５１やプライ
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ベートプリントアイコン５２をグレイアウト表示する、表示色を変更等して一括削除対象
ができないことが分かるような表示に変更するようにする。なお、このようなワンタッチ
アプリアイコン５１やプライベートプリントアイコン５２については、個別に削除可能と
すれば誤って削除されることを防いで特に使い勝手が悪くならない。
【０１０８】
　なお、上記の実施形態では、ページ内に配置された複数アイコンを一括削除する場合を
用いて説明したが、複数アイコンを一括削除する場合はこのような場合に限定されるもの
ではない。例えば、図２０に示すようにフォルダアイコン５５内に複数のアイコンを格納
可能な場合、このフォルダアイコン５５を削除することにより格納されている複数のアイ
コンを一括削除するような場合にも本発明は同様に適用可能である。
【０１０９】
　また、上記実施形態では、操作受付部３５により画面上に表示した複数のアイコンの一
括削除指示が受け付けられた際に、制御部３１が、報知内容の異なる複数の確認画面を表
示部３２上で段階的に表示するよう制御するものとして説明した。その際に、制御部３１
は、個々のアイコンに対する削除可否を確認する複数の確認画面を表示部３２上で段階的
に順次表示するよう制御するようにしても良い。
【０１１０】
　[変形例]
　上記実施形態では、画像形成装置に対して本発明を適用した場合を用いて説明したが、
本発明はこれに限定されるものではなく、スマートフォン、タブレット端末装置、携帯電
話装置、パソコン等の、画面上にアイコンを表示する各種情報処理装置に対しても同様に
本発明を適用することができるものである。なお、スマートフォンやバソコン等において
アプリを削除する場合にはアンインストーラを起動してアプリの削除が行われる場合もあ
る。そのため、アンインストーラ等を起動して複数のアプリを削除（アンインストール）
するような一括削除指示を行う場合でも本発明は同様に適用可能である。
【符号の説明】
【０１１１】
　　１０　　画像形成装置
　　１１　　ＣＰＵ
　　１２　　メモリ
　　１３　　記憶装置
　　１４　　通信インタフェース（ＩＦ）
　　１５　　ユーザインタフェース（ＵＩ）装置
　　１６　　スキャナ
　　１７　　プリントエンジン
　　１８　　制御バス
　　２０　　端末装置
　　３０　　ネットワーク
　　３１　　制御部
　　３２　　表示部
　　３３　　記憶部
　　３４　　画像読取部
　　３５　　操作受付部
　　３６　　通信部
　　３７　　画像出力部
　　４０　　タッチパネル
　　４１～４５　　アイコン
　　４６　　カスタムメニュー画面釦
　　５１　　ワンタッチアプリアイコン
　　５２　　プライベートプリントアイコン
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　　５３　　編集釦
　　５４　　ページ削除釦
　　５５　　フォルダアイコン

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】
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